
Blast FurnaceDry Pit�（Air-cooled Slag）�に，1976 年日本鉄鋼連盟に「スラグ資源化委員会」が
設置された後，現在の「鐵鋼スラグ協会」に至る資源化
活動により，JIS や施工指針が制定されてきた。
当社でも，鉄鋼スラグの資源化に積極的に取組むべく，

1973 年に全社的な「鉱滓利用委員会」を設けて資源化
技術の開発に着手し，1976 年には鉄鋼事業部に利材部
（現：スラグ・建材部）を発足させて，事業として本格

年9ⅺ

■環境特集 FEATURE: Environmental Technology

鉄鋼スラグ有効利用の変遷
山中量一・遠山俊一・吉川勇一
鉄鋼事業本部・スラグ建材部

properties of the slag have been investigated and ways of using have been de
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